
＜問い合わせ先＞

公益財団法人日本交通公社（業務受託先）

TEL：03-5770-8430 E-MAIL：okinawa.sympo.0314@jtb.or.jp FAX：03-5770-8359

沖縄県

申込方法

右のQRコードもしくは下記URLより

お申込みください

https://okinawasympo-0314.peatix.com/

※ WEB申込が難しい方は、裏面に記入し、
FAXにてお申し込みください。

プログラム

【第１部】

◼ 基調講演「沖縄県の国際的な位置づけとこれからの役割」

◼ 調査報告「沖縄県とアジア太平洋地域のつながり」

【第２部】

◼ パネルディスカッション

「アジア太平洋地域から見た沖縄県の国際的な役割と可能性」

143 火 18:30～20:55
場 所 那覇市ぶんかテンブス館 テンブスホール

沖縄県那覇市牧志3丁目2番10号

※オンライン配信も行います※

開 場 18:00
定 員 会場 200名 オンライン 400名 （先着順）

2023

アジア太平洋地域平和連携推進事業

延世大学 名誉教授

白 永瑞氏

一社日本地域国際化推進機構 顧問

高橋 政司氏

◼ 講演者・コーディネーター

◼ パネリスト

中国社会科学院文学研究所 研究員

孫 歌氏※

国立台湾海洋大学海洋文化研究所 助理教授

吳 俊芳氏

フィリピン大学ディリマン校 教授

Aries A. Arugay氏※

交流・対話で創る

アジア太平洋地域の平和と未来

無料

要申込

アジア太平洋地域の安全保障環境が厳しさを増している中、地域レベルの外交による緊張緩和、そして市民レベル
の交流と対話がこれまで以上に必要とされています。

今回のシンポジウムでは、国内外の有識者をお招きし、交流と対話を通じた平和への道筋、そして、そのために沖縄
ができることを様々な角度から考えます。

シンポジウム

※オンライン参加

https://okinawasympo-0314.peatix.com/


住所

FAX

参加形態

〇をつけてください
会場 オンライン

参加者情報

フリガナ TEL
（当日連絡のつくもの）

メールアドレス

参 加 申 込 書

FAXでお申し込みの方は、必要事項をご記入のうえ下記送付先

までお送りください

FAX送付先：03-5770-8359
公益財団法人日本交通公社

※申込書にご記入いただいた情報は、本セミナー開催にかかる目的以外には使用いたしません。公益財団法人日本交通公社の個人情報保護方針はWEBサイト

（https://www.jtb.or.jp/privacy-policy/）よりご確認ください。

白 永瑞氏
延世大学 名誉教授

延世大学史学科名誉教授 兼 Segyo研究所理事
長。 ソウル大学東洋史学科で博士号を取得し、延
世大学文科大学長、季刊「創作と批評」編集主幹
を歴任。著書に『思想東亞:朝鮮半島視角的歷史
與實踐』(2011年)、『橫觀東亞』(2016年)、『共
生への道と核心現場』(2016年)、『중국현대사를
만든 세 가지 사건: 1919·1949·1989』(2021
年 ) 、 『동아시아담론의 系譜와 미래 :
代案體制의 길』(2022年)などがある。

吳 俊芳氏
国立台湾海洋大学
海洋文化研究所 助理教授

国立台湾海洋大学海洋文化研究所助理教授。
韓国のソウル大学にて社会学の博士号を取得。
中国と台湾の間の平和プロセスと、平和の促進役
としての金門の役割に関心を持ち、研究を行って
いる。

孫 歌氏
中国社会科学院文学研究所
研究員

中国社会科学院文学研究所の研究員兼北
京外国語大学日本語学院の招聘教授。東
京都立大学法学部政治学博士。長年間、
日本の政治思想史研究に携わり、東アジア地
域の知識人との深い対話を推進してきた。著
書に『北京便り』(2015年)、『思想史の中の
日本と中国』(2022年)などがある。

Aries A. Arugay氏
フィリピン大学ディリマン校 教授

フィリピン大学ディリマン校政治学科教授・学部
長。ジョージア州立大学にて政治学の博士号を
取得。その後、トラックⅡ外交の実践者として、
日本、韓国、オーストラリアなどで客員研究員とし
て勤務。

高橋 政司氏 一社日本地域国際化推進機構 顧問
1989年 外務省入省。外交官として、パプアニューギニア、ドイツ連邦共和国などの日本大使館、総領事館において、主に日本を
海外に紹介する文化・広報、日系企業支援などを担当。2005年、アジア大洋州局大洋州課首席事務官として経済連携や安全
保障関連の二国間業務に従事。2009年、領事局外国人課首席事務官として定住外国人との協働政策や訪日観光客を含む
インバウンド政策を担当し、訪日ビザの要件緩和、医療ツーリズムなど外国人観光客誘致に関する制度設計に携わる。2012年、
自治体国際化協会(CLAIR)に出向し、多文化共生部長、JET事業部長を歴任。2014年以降、外務省国際文化協力室長と
してUNESCO業務全般及び国連大学などを担当。 国連機関において「持続可能な開発目標のための教育−学習目標−」など、
複数のSDGs関連の業務や「世界文化遺産」「世界自然遺産」「世界無形文化遺産」、など様々な遺産の登録に携わる。 2018
年、オリジナル株式会社、執行役員、シニアコンサルタントに就任。2019年より観光庁最先端観光コンテンツ インキュベーター事業
専属有識者。島根県石見観光振興協議会 顧問/ 宗像国際環境会議 アドバイザー/ 伊勢TOKOWAKA協議会 副会長。
2020年、日本地域国際化推進機構理事。2022年、日本地域国際化推進機構顧問、オリジナル株式会社顧問。

ア ク セ ス

講 演 者 ・ パ ネ リ ス ト プ ロ フ ィ ー ル

パネリストは変更になることがございます。ご了承ください。

https://www.jtb.or.jp/privacy-policy/
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